


















































さが反映していたと言える。今回の総会では、『釜山礼拝書』（Resourses for Prayer and 

























































































6 One Baptism:Towards Mutual Recognition,WCC-Geneva 2013;Christian Perspectives on Theological 
Anthropology ,WCC-Geneva 1998;A Treasure in Earthen Vessels: An Instrument for an Ecumenical Reﬂection 
on Hermeneutics, WCC-Geneva 1998.

































8 On the Way to Fuller Koinonia: Ofﬁcial Report of the Fifth World Conference on Faith and Order,WCC-Geneva 
1994,
9 The Nature and Purpose of the Church: A stage on the way to a common statement, WCC-Geneva 1998.
10 The Nature and Mission of the Church: A Stage on the Way to a Common Statement,  WCC-Geneva 2005.








































































































































































15 Mission and Evangelism in Unity Today, in: "You are the Light of the World. Statements on Mission by the 
World Council of Churches 1980-2005", WCC-Geneva 2005.
16 Together towards Life : Mission and Evangelism in Changing Landscapes,”Resource Book WCC 10th 
Assembly,WCC-Geneva 2013.”この文書の抄訳については、「WCC第 10回総会に向けての文書『いの
ちに向かって共に』」（村瀬義史訳、『福音と世界』2012年 8月）を参照。なお、村瀬義史は、昨年 7
月の日本宣教学会学術大会で、この文書の詳細な分析と評価を行っている。
17 op.cit.,p.51.
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神學研究　第 62号
　　　　C.霊的賜物と判断、D.変革的な霊性
第三部　地の塩：周縁からの宣教
　　　　A.周縁と周縁化、B.闘いと抵抗としての宣教
　　　　C.癒しと包括性としての宣教、D.正義と包括性を求める宣教
第四部　いのちの水：愛をもって真実を語ること
　　　　A.伝道への呼びかけ、B.真正の伝道
　　　　C.伝道、宗教間対話、キリスト者のプレゼンス、D.伝道、預言、宣言
　　　　E.伝道と諸文化
第五部　変化の風：動きゆく教会
　　　　A.変化してきている世界のキリスト教情勢
　　　　B.謙遜と尊敬をもった宣教、C.宣教において教会を力づける神
第六部　いのちの祝宴：結びの宣言
　合意文書の特色
　この合意文書の第一の特色は、1982年の文書以降、30年間の宣教論の取り組みの
成果が盛り込まれている点である。さらに言えば、1910年のエディンバラ世界宣教
会議以降の取り組みを考慮すれば、100年以上のエキュメニカルな宣教・伝道論の成
果と言えるであろう。しかも、30年前の文書と比較して、カトリックや福音派との
より広範な宣教・伝道論をめぐる対話の成果が反映しているのである。
　第二の特色は、「神の宣教」（missio Dei）の神学的理念が一貫して中心的な宣教論
のキーワードとなっている点である。しかも、30年前の文書には必ずしも十分とは
言えなかった三一論的な神の宣教が強調されていることは注目すべきであろう。この
背景には正教会の神学的貢献がうかがえるが、特に聖霊による宣教という聖霊論的ア
プローチが、被造世界の問題との関わりで重要な展開となっている。
　第三の特色として、「変化する世界情勢における宣教と伝道のあり方」という合意
文書の副題が示唆しているように、地勢的な転換において宣教と伝道のあり方が展開
されているという点である。30年前の『宣言』においては、「六大陸における宣教」
という項目において、欧米宣教から世界宣教へのパラダイムシフトが明示されていた
が、南半球のキリスト教人口が北半球を凌駕したことを承け、かつては周縁とされて
いた非欧米地域からの宣教、あるいは多様な周縁的状況からの宣教という視点が強調
されているのである。
　第四の特色として、伝道論の新たな展開があげられる。2000年に出された『今日
の一致における宣教と伝道』では、宣教と伝道との明確な区別と定義が行われ、伝道
は、「福音の明確で、意図的な呼びかけに焦点を置き、キリストにおける新たないの
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第 10回WCC総会に提示された二つの合意文書
ちと弟子となることへの人格的な回心への招きを含んでいる」と規定されている。そ
こには、ローザンヌなどの福音派との対話の反映もうかがえるが、しかしながら改宗
主義的な伝道のあり方には一貫して批判的であり、宗教間対話に開かれた理解を示し
ているのである。
　そして第五の特色として、宗教と文化の多元的状況を射程にいれた宣教と伝道論と
いう点があげられる。WCCは、96年のサルヴァドール世界宣教会議において、多元
的な文化における福音宣教の在り方について論議を深め、またいわゆる 9.11直後に
は、宗教間の対話と共存的関係を強く呼びかける「他宗教に生きる人々との対話と関
係のためにーエキュメニカルな考察」という文書を出している。18このような文化と
宗教と文化の多元的状況における宣教と伝道の理解が、合意文書にも貫かれているの
である。
結　び
　以上、釜山総会の概要を叙述し、とりわけ総会に提示されたエキュメニカルな教会
論と宣教論に関する二つの重要な合意文書の背景とプロセス、及びその文書の特色に
ついて叙述してきた。最後に、日本の教会の課題として、両文書の翻訳及びWCCの
加盟・準加盟教会での検討があげられるであろう。特に、『教会』はすでに各加盟教
会に送付され、2015年 12月までに、その文書に対する公式な応答が要請されている
のである。
18 世界教会協議会『宗教間の対話と共生を求めてーエキュメニカルな指針』（NCC宗教研究所双書　神
田健次編、村瀬義史訳　新教出版社 2006年）
